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論 文 の 内 容 の 要 旨

バラは世界の主要花きの1つで､切り花､鉢花など多様な生産が行われている｡バラは

木本性永年作物で､種々の土壌病害が知られているが､なかでも根頭がんしゆ病は主要な

土壌病害の1つである｡本病はAgrobacterium tumefaciensによって発病する病害で､有効

な防除法が確立されておらず､本研究は抵抗性品種の育成を目的として､バラの抵抗性品

種C選抜方法の検討串よびその適用､選抜された抵抗性品種の抵抗性発現機構を検討した
ものである｡

従来の抵抗性検定法の欠点であった気候や土壌などの環境要因による低い再現性を克服

するために､in vitro検定法の適用を試みた｡すなわち､バラ栽培品種を茎頂培養によっ

てinvitroへ導入し､in vitroでの針刺接種法を用いて抵抗性を検定した結果､接種2週間

後には発病がみられ､接種4週間後には発病率が70%に達し､発病も安定していた｡ま

た､本検定法は高い再現性が認められ､有効な検定法であった｡

Invitro検定法でバラ24品種と台木15品種にA.tumefaciens GOUlを接種し､抵抗性を

検定した｡抵抗性は病徴形成抵抗性と病徴発達抵抗性に区別して判別し､発病率を病徴形

成抵抗性､がんしゆの大きさを病徴発達抵抗性の指標とした｡その結果､切り花品種

一PEKcougelでは発病が全くみられず､病徴形成抵抗性が著しく高く､,Dukat7およびTGolden

Emblem■は高い発病率を示し､がんしゆの大きさも大きかったことから､両抵抗性が共に

低かった｡また､ILi丘rane-は発病率が低かったが､がんしゆは大きく､病徴形成抵抗性は

高いものの､病徴発達抵抗性が低い品種であった｡R.caninalPねnder-では発病率が高かっ

たものの､形成されたがんしゆは小さく､病徴形成抵抗性は低いが､病徴発達抵抗性が高

かった｡
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バラ 9品種に4系統菌を接種し､品種と菌との関係を検討した結果､アEEco喝el-と

lLifiraneではすべての菌の発病率が低く､病徴形成抵抗性が高かった｡しかし､一Lifiraneで

は形成されたがんしゆは大きく､病徴発達抵抗性が低かった｡R.canina Pfander,ではすべ

ての菌に対して高い発病率を示し､病徴形成抵抗性が低かった｡しかし､形成されたがん

しゆは小さく､病徴発達抵抗性が高かった｡1)ukatl､rFashion ParadefおよびR.coriifblia

froebeliiでは菌の系統間で抵抗性に差異が認められた｡

tpEEcougel-の病徴形成抵抗性の発現機構について検討した結果､本品腫の病徴形成抵抗

性はカルス形成能と関係せず､病原菌のT-DNAによるホルモン合成以前の段階で抵抗性

が発現されたと判断した｡また組織学的観察結果から､アEKcougel-の病徴形成抵抗性は菌

との接着阻害と関係することが推定できた｡

抵抗性品廷PEKcougel一と羅病性品種,Dukat一を親品種とし､それらのFlとSlの抵抗性を

検定した｡FlおよびSlの発病率とがんしゆの大きさは連続的に変化し､抵抗性には複数

の因子が関与していることが推定できた｡また､Flから病徴形成抵抗性と病徴発達抵抗

性が共に強い4系統を選抜した｡

審 査 結 果 の 要 旨

バラは主要な花き作物の一つで,世界中で生産されている｡このバ

ラ生産において根頭がんしゆ病は難防除病害の一つとなっており,抵

抗性品種の育成が望まれている｡本研究はバラの抵抗性品種を選抜す

るためのinvitro検定法の確立,バラ栽培品種および台木の抵抗性の検

定,抵抗性畠種の抵抗性発現機構を検討した｡従来の抵抗性検定法は

環境要因の影響を受け,検定結果の再現性が低かったため,茎頂培養

技術を用いたinvitro検定法を検討し,反復実験の結果高い再現性が認

められ,有効な検定法であることを示した｡本検定法を用いて,切り

花および鉢花24品種と台木15品種にA.tumefaciensGOUlを接種し,

抵抗性を検定した結果,一PEKcougel一が著しく高い病徴形成抵抗性を示し,

7Dukat一および一GoldenEmb】em一は病徴形成抵抗性,病徴発達抵抗性共に低い

ことを明らかにした｡また,-Li蝕ane-は病徴形成抵抗性は高いものの,

病徴発達抵抗性が低く,R.canina-Pfandertは病徴形成抵抗性が低いが,

病徴発達抵抗性が高かった｡バラ品種と菌の系統との相互関係を検討

した結果,tDukat一,一FashionParade一およびR.coriifo1iafroebeliiでは菌の系

統問で抵抗性に差異が認められた｡抵抗性品種-PEKcougel-と羅病性品種

-Dukat-を親品種とし,それらのFlとSlの抵抗性を検定した結果,Flお

よびSlの発病率とがんしゆの大きさが連続的に変化し,抵抗性は量的

形質を示した｡Flから病徴形成抵抗性と病徴発達抵抗性が共に強い4
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系統を選抜した｡抵抗性品種tPEKcougel一と羅病性品種一Dukat一を用い,植物

ホルモンに対する反応性を検討した結果,病徴形成抵抗性はカルス形

成能と関係せず,この抵抗性は病原菌のT-DNAによるホルモン合成以

前の段階に発現されたと判断された｡一PEKcougel一と■Dukat一の感染初期での

超微細組織学的観察結果,一PEKcougel一の病徴形成抵抗性が菌との接着阻

害と関係することが推定そきた｡

以上の結果から,本研究では環境要因に影響されず,再現性の高いin

vitro検定法を開発し,抵抗性には病徴形成抵抗性と病徴発達抵抗性があ

ることを提案した｡また,多くのバラ品種の抵抗性検定から,抵抗性

品種および新たな扱抗性系統を選抜し,これらの抵抗性の遺伝様式お

よび抵抗性発現機構を解明した｡

これらの⊥連の研究に対して,審査委員は全員一致で本論文が岐阜

大学大学院連合農学研究科の学位論文として十分価値あるものと認

めた｡
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